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Abstract
PURPOSE: To examine the effects of daily organic oral care or a combination of organic and functional 
oral care on the oral functions of elderly people in nursing homes.
METHODS: Thirty-one elderly people (mean age of 83.0 years) were given organic oral care. Six months 
later, functional oral care was initiated, in combination with organic and functional care. Six different oral 
function assessments were conducted at the start, at 6 months, and at 1 year of care to evaluate the 
effectiveness of the treatment.
RESULTS: During the combined organic and functional oral care phase (6 months - 1 year of treatment), 
17 of the 20 subjects whose caries-causing bacterial count was classified as "High"  showed significant 
improvement, with their bacterial count now ranging from "Low" to "Middle"  During the same period, 10 
of 25 subjects who showed oral dryness had improved and exhibited normal oral wetness levels, and the 
frequency of oral diadochokinesis /pa/ or /ta/ was increased as well (p<0.05). 
CONCLUSION: The combination of organic and functional oral care may lead to a reduction in the 
number of caries-causing oral bacteria, improvement in oral dryness, and lingual and oral motor function, 
leading to a better quality of life.
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検査が可能であった，宮崎県 A 市内の介護施設 4 施設（特
別養護老人ホーム，グループホーム各 1 施設，小規模多
機能型居宅介護 2 施設）に入所する高齢者 31 名（男性
14 名，女性 17 名，平均年齢 83.0 ± 6.6 歳，70-102 歳）
である．対象者の介護度は，介護度 2 が 2 名 , 介護度 3































として Tongue Coating Index （TCI）10）を用い，視診に
より舌苔付着程度を計測する方法があるが，本研究では
Resazurin Disc （RD）テスト（昭和薬品化工製）を用い
た．RD テストは，唾液中の S.mutans，Lactobacilli 等









せ，舌尖から 10mm の舌背前部に水分計を約 2 秒間当て，
出力された値を水分量とした．水分量は，測定器の判定
基準 12）に準じ，30.0 以上（正常，段階 5）から 4（29.0




















































は 21 名（67.7％），「High」を示したのは 5 名（16.1％）
であった .
口腔乾燥度においては，20 名（64.5％）の対象者は，





最大舌圧の平均値は 14.9 ｋ Pa であり，対象者のうち
21 名（67.7％）は，ソフト食と常食を併用する食事の摂








の推移を表 2-1 に，ケア半年後とケア 1 年後の推移は，












った 6 名は，ケア 1 年後も「Low」のままであった . ケ
ア半年後に口腔内齲歯細菌数が「Middle」を示した 5
名のうち，ケア 1 年後においては，3 名（60.0％）は
「Middle」 のままであったが，「Low」を示した者は 2 名
（40.0％）であり，High を示した者は 0 名であった．ケ
ア半年後に細菌数が「High」であった 20 名のうち、ケ




表 3-1 にケア開始時とケア半年後，表 3-2 にケア半年
後とケア 1 年後の口腔内乾燥度の推移を示した . ケア半
年後とケア 1 年後の口腔内乾燥度の結果の間のみ，有意
差が認められた。（p ＜ 0.05）．ケア半年後に段階 3 だっ
た対象者（12 名）は，ケア 1 年後において，4 名（33.3％）
が段階 5 に，5 名（41.7％）が段階 4 に移行した . 一方
ケア半年後に段階 1 であった 7 名は，ケア 1 年後に 1 名
（14.3％）が段階 4 へ， 2 名（28.6％）が段階 3 へ， 4 名









表 2　ケア開始からケア半年後（表 2-1）、ケア半年後からケア 1 年後（表 2-2）の，口腔内齲歯性細菌数の推移
表 2-1
表 2-2
表 2-1，2-2 共に表内数値は，人数（％）を示す .
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全ての ODK においては，3 測定値間に有意差を認め
た（p ＜ 0.01）．事後検定の結果，/pa/ と /ta/ では，ケ
ア 1 年後の値とケア開始時・ケア半年後の値と有意差を
認め，各値は，ケア 1 年後＞ケア半年後＞ケア開始時の
順で、高い値を示した。/ka/ も，/pa/ と /ta/ 同様の順
で高い値を示したが，事後検定においては，ケア開始時
とケア 1 年後の間のみ有意差を認めた．EAT-10 得点の




エピソードを認めたのは 7 名（22.6％）であった . ケア
半年後から 1 年後までの間においては，ケア半年までに
発熱・感染症を示さなかった者 24 名のうち 1 名と，発熱・





本研究の対象者は，9 割以上が介護度 3 以上のセルフ
ケアが困難な高齢者であり，ケア開始時に 8 割以上が口
腔内の齲歯性細菌数が「Middle」以上，6 割以上の対象
者は口腔内の乾燥傾向を示す段階 1 ～ 3 を示していた .
舌口唇の運動機能を示す ODK についても，１秒あた
りの平均回数は 75 歳以上の健常高齢者の平均値よりも
低値であり，最大舌圧の平均値についても 14.9 ｋ Pa と，
ソフト食や常食の食事摂取に困難を示すと言われる 16）
20kPa を下回る値であった . さらに，EAT-10 の得点の

















表 3　ケア開始からケア半年後（表 3-1）、ケア半年後からケア 1 年後（表 3-2）の，口腔内乾燥度の推移
表 3-1
表 3-2












た 20 名のうち，ケア 1 年後に 17 名は「Low」または
「Middle」に移行した．一方，口腔内乾燥については，
器質的・機能的口腔ケア併用期において，ケア半年後に
段階 3 だった対象者のうち 75％が，ケア 1 年後におい
て段階 4・5 の口腔内湿潤が正常である段階に移行した
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